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合
併
当
時
の
地
方
財
政
の
背
景

昭
和
二
一
年
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
二
二
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
同
時
に
施
行

さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
制
定
に
よ
り
、
明
治
二
二
年
に
施
行
さ
れ
て
以
来
、
五
七
年

わ
た
っ
て
続
い
た
市
制
町
村
制
が
終
り
地
方
自
治
の
時
代
と
な
っ
た
。

戦
後
の
復
興
と
と
も
に
、
地
方
財
政
は
質
量
と
も
に
著
し
く
増
大
し
、
自
治
体
の

行
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
た
。
地
方
財
政
を
確
立
す
る
た
め
、
昭
和
二
二
年
、
二
三

年
と
相
次
い
で
税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
赤
字
団
体
が
出
始

め
、
二
七
年
に
は
全
市
町
村
の
二
六
%
、
二
九
年
に
は
三
九
%
の
自
治
体
が
赤
字
団

体
と
な
り
、
地
方
財
政
は
ま
す
ま
す
窮
迫
し
て
き
た
。

昭
和
二
五
年
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
」

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
平
衡
交
付
金
制
度
」

に
よ
り
地
方
財
政
の
強
化
が
図
ら
れ
た
が
、
増
大
し
た
行
政
需
要
を
満
た
す
に
は
充

分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

「
平
衡
交
付
金
制
度
」

は
、
二
九
年
か
ら
「
地
方

交
付
税
制
度
」

に
改
め
ら
れ
、
当
初
二
〇
%
の
交
付
税
率
は
順
次
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
、
四
一
年
に
は
、
国
税
(
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
)
の
三
二
%
と
な
り
現
在
の
制
度

が
確
立
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
市
町
村
財
政
の
立
て
直
し
を
図
る
た
め
二
八
年
「
町

村
合
併
促
進
法
」
が
成
立
し
、
町
村
合
併
は
急
速
に
進
み
、
さ
ら
に
、
三
〇
年
「
地

方
財
政
再
建
促
進
法
」

の
制
定
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
再
建
が
進
み
行
財
政
力
の
向
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上
が
図
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
経
済
は
徐
々
に
好
転
し
、
三
〇
年
代
後
半
か
ら
高
度

経
済
成
長
期
を
迎
え
た
。

2

昭
和
四
〇
年
代
の
地
方
財
政

高
度
経
済
成
長
が
進
む
に
つ
れ
て
行
政
需
要
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
道
路
、
河
川
、

下
水
道
な
ど
住
民
の
生
活
環
境
整
備
事
業
が
増
大
、
つ
い
で
社
会
福
祉
施
設
の
充
実

や
農
林
漁
業
な
ど
の
産
業
振
興
対
策
等
の
公
共
事
業
が
増
大
し
財
政
負
担
が
大
き
く

な
っ
た
。
さ
ら
に
三
〇
年
代
の
急
激
な
経
済
成
長
は
、
生
産
性
の
低
い
農
山
村
の
人

口
流
失
を
ま
ね
き
都
市
化
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
こ
の
た
め
都
市
と
農
村
の
地

域
間
格
差
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
過
密
、
過
疎
等
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
問
題
へ
発

展
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
過
密
、
過
疎
問
題
や
地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
三
六
年
「
低
開

発
地
域
促
進
法
」
、
三
七
年
「
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政

特
例
法
」
、
「
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
」
、
三
九
年
「
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進

法
」
、
四
五
年
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
等
が
次
々
と
制
定
さ
れ
た
。

高
度
成
長
を
と
げ
た
我
が
国
経
済
は
、
四
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
異
常
な

物
価
高
騰
を
招
き
情
勢
は
一
変
し
た
。
ま
た
、
「
列
島
改
造
論
」
に
端
を
発
し
た
物
価

の
高
騰
や
地
価
高
騰
は
イ
ン
フ
レ
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
公
務
員
の

給
与
改
定
が
度
重
な
っ
た
た
め
に
、
人
件
費
等
、
義
務
的
経
費
が
著
し
く
伸
び
、
自

治
体
の
財
政
硬
直
化
が
急
速
に
進
ん
で
地
方
財
政
は
し
だ
い
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。

3

昭
和
五
〇
年
代
以
降
の
地
方
財
政

昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
繁
栄
を
続
け
た
高
度
経
済
成
長
は
、

四
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
さ
か
い
に
終
り
を
告
げ
た
。
五
〇
年
以
降
経
済
は
停
滞

五
四
三
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政
・
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政

し
、
一
低
成
長
時
代
に
突
入
し
た
。
五
〇
年
代
の
我
が
国
の
財
政
は
、
国
、
地
方
を
通

じ
収
支
不
均
衡
を
生
じ
た
た
め
、
巨
額
の
公
債
発
行
(
い
わ
ゆ
る
自
治
体
の
借
金
)

に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

自
治
体
は
、
長
引
く
経
済
の
構
造
的
不
況
か
ら
立
ち
直
り
、
安
定
成
長
を
図
る
た

め
、
公
共
事
業
の
前
倒
し
や
拡
大
に
努
力
を
傾
け
た
。
投
資
効
果
は
徐
々
に
現
わ
れ

始
め
だ
が
、
一
方
、
財
政
は
公
債
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
、
ま
す
ま
す
財

政
構
造
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。

五
六
年
、
国
は
、
財
政
の
立
て
直
し
を
図
る
た
め
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
を
受

け
て
行
政
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
公
債
依
存
か
ら
の
脱

却
、
職
員
の
定
数
是
正
、
補
助
金
・
手
数
料
・
分
担
金
等
の
見
直
し
、
議
員
定
数
の

是
正
、
経
費
節
減
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
。

五
〇
年
代
後
半
は

「
地
方
の
時
代
」

の
幕
開
け
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
政
治

経
済
の
都
市
集
中
型
か
ら
地
方
分
散
型
へ
の
移
行
が
強
く
叫
ば
れ
、
そ
の
努
力
が
求

め
ら
れ
た
。

六
〇
年
代
に
入
り
、
景
気
も
徐
々
に
回
復
し
、
更
に
は
長
期
安
定
化
の
様
子
を
呈

し
て
い
る
。
経
済
の
安
定
に
支
え
ら
れ
国
民
生
活
も
中
流
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

な
か
で
、
住
民
意
識
や
価
値
観
の
変
化
に
対
処
し
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
快
適
で
住
み
よ
い
町
、
個
性
的
で
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

久
万
町
の
財
政

合
併
時
の
三
四
年
度
と
三
〇
年
経
過
し
た
六
二
年
度
の
久
万
町
の
財
政
規
模
を
比

較
す
る
と
、
実
に
四
四
・
五
倍
に
膨
脹
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
年
々
行
政
需
要

五
四
四

の
増
大
に
伴
い
、
地
方
財
政
は
著
し
い
窮
乏
の
中
に
あ
る
が
、
久
万
町
は
合
併
以
来

現
在
ま
で
、
赤
字
決
算
を
計
上
す
る
こ
と
な
く
健
全
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
、
四
〇
年
代
ま
で
は
町
有
林
会
計
か
ら
の
補
填
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

ヽ

o

-
V

l

歳

入

普
通
会
計
歳
入
決
算
額
を
三
〇
年
間
の
伸
び
で
表
わ
す
と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
表
を
見
る
と
、
国
・
県
支
出
金
、
地
方
債
、
分
担
金
、
負
担
金
等
特
定
財

源
の
伸
び
(
六
〇
・
七
)
が
大
き
い
の
に
対
し
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
一
般
財
源

の
伸
び
(
三
六
・
三
)
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
一
般
財
源
の
内
地
方
税
の

伸
び
(
一
四
・
七
)
が
少
な
い
。
ま
た
、
歳
入
決
算
額
の
構
成
比
で
見
る
と
、
合
併
当

初
は
地
方
税
、
財
産
収
入
の
占
め
る
割
合
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
徐
々
に

減
少
し
、
か
わ
っ
て
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
、
地
方
債
の
占
め
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
き
た
。

一
般
財
源
と
特
定
財
源
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源
と
の
割
合
を
表
わ
し
た
の
が
八

六
、
八
七
頁
の
表
で
あ
る
。

自
主
財
源
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
財
政
基
盤
に
安
定
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
表
を
見
る
と
そ
の
変
動
が
顕
著
で
あ
る
。
合
併
当
初
は
自
主
財
源
の

割
合
も
、
五
九
・
六
%
か
ら
八
四
%
と
か
な
り
高
か
っ
た
が
以
降
次
第
に
減
少
し
、

四
〇
年
代
前
半
に
は
五
〇
%
を
割
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自
主
財
源
の
主
な
も
の
は
、

地
方
税
と
財
産
収
入
(
町
有
林
会
計
か
ら
繰
入
)
で
あ
る
。
特
に
合
併
当
初
が
高
い
の

は
、
庁
舎
建
設
等
の
財
源
と
し
て
町
有
林
会
計
の
繰
入
れ
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。

四
〇
年
後
半
か
ら
極
端
に
減
少
し
、
五
五
、
五
六
年
に
は
二
〇
%
に
ま
で
減
少
し
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`○ く⊃ く、e く義:〉 ー」 ⊂)「 ⊂⊃ 

くれ く.e 

i 

臆■臆臆臆臆臆音量害害 

∞ ⊂n ○ヽ ぐれ 嶋ゝ 
N ○○ ⊂細 ーJ 〇一 qつ 、う 

トe くく⊃ 嶋ゝ ト〇 〇〇 C「I 十〇〇 

くわ ⊂⊃ 

8 

臆■臆■喜臆■喜喜臆臆臆 

I〇〇〇 I〇〇〇 Cn ーふ くo I・-」 
Cノ● I‡ゝ U「 嶋ゝ ⊂)ヽ ⊂∩ く○○ ○○ ⊂n ・・、ミ ⊂l○ ○ゝ. ぐれ く> 

⊂賀 I〇〇〇 

l 

臆臆臆臆臆臆臆臆臆園臆臆臆鵜 

トi一 〇〇 ⊂賀 〇〇 〇〇 鵬ゝ 
C人) ∞ 一〇 C▲) くo ⊂手) I〇〇〇 

農ゝ く> く)ヽ ⊂つ くノ○ 席ゝ ⊂n 

くわ 〔、e 

i 

臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆8 

両 壁 ⊂⊃ 
`ヽプ I〇〇〇 ⊂n ⊂賀 」ゝ. ⊂わ く賀 ○○ I〇〇〇 C細 く事〕 尊書 ⊂賀 くわ 

く賀 ○○ 

i 
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中 華 

憩 翠 前 輯 蒲 翠 詩 I 

岡 や 出 揃 

半 

達 識 難 曲 翠 清 岡 ≠∴甫∴串 

半 

蒲∴蒲主軸討度王事皿親満達こ 連 

配粗輌∴∴蘇 鑑寄輪講畿斗 
日 高 > 牢 固 瞥 重・ 駕 >ゆ博樹 苅 匙潮 とト 

言……正∴∴蕾 発車 蛮董卓 
痢 > 妙 妙 > ゆ ゆ 輩 輩 ゆ 妙 抄 恭韓 籾 韓韓 韓 

qブ く.e 

一寸 く▲) ∞ 〃一 席ゝ トー ト● 

くわ N N 
○○ 一〇 ⊂⊃ ⊂⊃ ○〕 `▲さ くo 

ト⊃ く,心 くわ iくゝ 8 霊 g 浅 嘗 害 認 識 遂 く「I °o 

く〇 〇〇

-ヾ ぐれくわ 〇・1 

)Cゝ 

○○ ぐ種 ⊂⊃ 〇一 ⊂⊃ ∞ ○○ ト● トe 席ゝ Cn ○○ l(ゝ I事ゝ ⊂⊃ 

ト〇〇〇 十一〇 くれ ト〇 〇一 ○う ト⊃ くノ● 

C▲⊃ 一・寸 i軍ゝ 〇一 ト〇 十I くれ °〕 〇一 N )軍ゝ トe CD ⊂わ く⊃ 

客 C手i くね 

⊂わ く⊃ 十一トe ⊂⊃ ○○

-ヾ∴∴`b∴∴十一 ⊂⊃l‡ゝ⊂⊃ `○ ⊂⊃ °〕〇一 〇一 くれ く〇 十一▲ 霊 志 霊 

く}1 

鵬ゝ ⊂わ ⊂⊃ °「 -寸 の C知音∴∴〔、○ ○ー ぐれ Oう ○○ I軍ゝ OD °○ 

N 〇〇〇 一〇 

∞ ⊂⊃ 

〇一 CI〇

〇〇 くれ置、、⊃ N ○○ 
○⊃ く○ ∞ く○ ⊂)〕 ○○⊂めI‡ゝ ⊂D ト⊃l章ゝ 

eD ト一〇 ⊂⊃ I亡ゝ 
こ き と毒 手と 窪 浅 春こ 淫 ぐれ 一寸 

く}○ ○\⊃

〇・ヾ 〇〇十一 く○ 

⊂D 

一・〇 ⊂カ くく〕 く二〇 ト● ト⊃ くれ ○○ C鴫∴∴∴CO 〇・〇▲ ⊂⊃ ○○ Cノe 

ト〇 〇一■ 〇〇〇 く▲⊃ 
〇一 く〇 〇一 一寸 I軍ゝ ○○ 

°⊃ 一寸 

一・寸 く○ Cn 〇一 〇I ぐれ∴∴∴〇一 〇一 ト●∴∴∴くわ 一寸 トe ⊂⊃ I章ゝ 

I一〇〇 〇〇 ○⊃ I○○▲ 8 8∴∴∴宰 8 溌∴宝∴当∴基∴泰 ぐれ C鴫 

⊂⊃ くわ

○○ 一寸〇〇 〇一 

○○ ○○ ⊂⊃ 一・寸 く.e くo くo Cわ くO I仁"∴∴∴〇一 ぐれ N -・9 cD 

卜e くつ 〇〇〇 トー▲ 〇一 くわ I〇一 〇一 く○ ⊂れ ○○ 

○○ -1 くれ 鵬ゝ トe くつ ⊂β ○○ トe ト● くわ 〇〇〇 十一 く○ 

⊂⊃ お 

怒 き ま∴∴窪 ま 課 戟 春 雷 裁 農ゝ くわ 

oe C鴨

⊂面 )事ゝ⊂⊃ 〔ヽ⊃ 

○○ 

I○○▲ ⊂⊃ 〇一 くつI∴∴章一▲ ばゝ Cn ㌦ ○○ にゝ 一寸 十一 〇「 〇一〇 

十〇〇 く」o °o 〇一∴∴∴〇一 〇〇 〇一〇 ト一〇 くこ) C鴫 鵬ゝ 

Cl⊃ ⊂⊃ ト⊃ ⊂⊃ )〇一 ㌦ゝ く▲〕 トO I〇一 く九 〇〇 ∞ ト〇 ㌦ゝ 〇一 

C▲〕 N 〇〇〇 ∞ 岩 岳 志 等 総 蔑 遁 害 〇〇〇 〇〇 

⊂⊃ ○○

-・1 く〇〇一 N 

く○ 

⊂⊃ げゝ e ⊂⊃ ⊂⊃ -ヾ N く○ く〇 〇・寸 くわ くO C⊃ 〇・ヾ 

ト○ 恵 

〇〇〇 〇一一 十一 i‡ゝ ○○ I○○▲ CIo ト● ⊂カ I事ゝ 

ト章ゝ I〇〇〇 一軍ゝ 〇一 〇〇∴∴∴轟ゝ ∞ 十一 〇「 トe ○〕 置ゝ ○○ l章ゝ 

⊂⊃ ト章ゝ ⊂わ く⊃ 

°〕I〇一 ⊂⊃∴∴∴〇一〔▲〕くe C細

く○ ⊂⊃章、● ⊂⊃ °「置\プ 一寸 N ⊂⊃ 宝 
〇一 ⊂細

一寸 霊恵 讐 

⊂⊃ 

くれ ○○ ⊂⊃ くJl (,㌦I∴∴〇一 ト○ ○) ト○ 農ゝ ト● 

く▲〕 〇〇〇 

〇一 l‡ゝ ぐ「I〇一
〇一 ∞ト〇十一 一・寸 °)I事ゝ∴∴∴トー ぐれ -ヾ 

ト〇〇〇 妙恭 
麟ゝ 

⊂⊃ ⊂o ⊂D くJl i筆書 ○○ あ お N蜜暴 

トe ⊂タl ト⊃ CD 害 等 震 薄 霞 忘 窪 寺 器 く○ ぐo 

ベ の

む料も 真筆 窪車お 

〇一〇 

∞ I亡ゝ ⊂⊃ く」⊃ ⊂㌦ くI「 置、● く○ ○う ○○ -ヾ 購ゝ 

Cl〇 〇〇〇 〇一▲ くれ トー ぐれ ぐれ 〇一 〇一〇 くれ 

紗翠弱 志窪 澤碍竿 )‡ゝ ○○ くく⊃ ⊂⊃ `o ⊂o くれ ∞ く〇 〇一 くわ音∴∴〇一 くo 

CD 一・〇 くね 一、ミ g 駕 罵 お お 昌 器 裳 返 くこ) く⊃ 

彗 器 輔富 
トe 

くく⊃ くわ ⊂⊃ °〕 N °○ ○〕 ⊂⊃ -ヾ∴∴く▲〕 〉事ゝ CI● 

I仁〇 〇〇〇 ト⊃ ⊂⊃ ト〇 °〕 ぐれ 置\〇 〇一 ト⊃ ⊂⊃ 〇〇〇 〇年"⊂⊃ C刀 

ト声" くノ● げゝ ∞ く.○ ○l `4 ○○ Cロ トe くJl -ヾ cO くれ にゝ ト⊃ ⊂細 

⊂細 くJ「 くo くつ 害 霊 諜 基 経 8 お∴ま∴鳶 くわ くれ 

〇〇 〇一 °o ∞
I‡ゝ ○○∴∴∴∴∴くく〕∴∴∴〇一く」つ く⊃ 

○○ 

⊂le トー▲ ⊂⊃ ∞ `e くわ∴∴くO音∴lヽ⊃ N 鴨ゝ -ヾ N N I‡ゝ 〇一 N く▲〕 

鴨ゝ 鵬ゝ N 〇〇〇 〇一 Ii〇・一 ∞ くれ 〇一 トo ト〇 〇〇 〇〇〇 ト●くノ● °D 

l‡ゝ `○○ トe ⊂細 く⊃ ○○ I軍ゝ∴∴∴く.〇 °〕 N C鴫 〇一 ⊂⊃ °○ くわ トCゝ 〇一 

cも ○○ 一・ヾ ぐれ さ 等 お 課 登 露 覇 深 ま ○○ ∞ 

ト○ ト⊃〔I⊃ 一寸

C▲〕 ぐれN 轟ゝト〇 〇〇 

l仁ゝ 

°o 〇〇〇 く:⊃ 購ゝ トe くれ ぐれ くれ -ヾ くつ 購ゝ 一・1 十一 ⊂わ Cめ く!つ くれ 

くれ トe 〇一▲ ト● 〇一〇 

)事ゝ 
〃〇〇〇 ,‡ゝ ○○ ⊂わ 

)i〇一 くれト〇 〇一

〇一 ,仁書くJ○ ○さ く♪ト〇 〇一 N -ヾ °〕 一寸 ーヽミ 

ト〇 〇・ヾ

〇・寸 ⊂めくD Cロ トー 

C▲) 〇一〇 奮 g 慕 雷 撃 客 悪 霊 望 霊 ○○ くβ 総 志 器 総 等 

⊂細 

く○ くく) ⊂⊃ I事ゝ くナ葛 -1 ∞ 摩書 くo ⊂) N ⊂⊃ c〇 〇一 〇ヒ" くれ 置\〕 

く}「 ○う ト○ くJ「 〇一〇 NN N N N I・一 ○○ ⊂⊃ ト● ⊂⊃ .・ヾ 

トヒ" ⊂⊃ ト巨" くo I・一 〇く く⊃ くズ) ⊂⊃ 〇一 .・寸 の くれ C〇 〇〇 °○ ⊂n く○ 

N 鴨ゝ 〇〇 °o g 富 怒 薫 裁 課 綜 遅 澤 ∞ ⊂D 浅 霊 お 詰 ま お 掌 

C鴫 

く○ 一寸 ⊂⊃ 〇〇 〇l くさ⊃ ⊂) ⊂⊃∴∴く.e C心 事ゝ ト● ⊂わ トj -ヾ∴∴くわ ○○ ⊂カ トe 

-1 ぐれ く,e く○ 

〇一〇

〇一〇 ト〇
〇一 -‡ゝ 〇一 鵬ゝ i‡ゝ く,㌦ くわ ト● くわ ∞ 

トヒ〇 一・1 

CI〕 トe ト章ゝ 〇〇 〇・ヾ∴∴く.〇 〇一 N °○ ⊂) )一一 く人) ⊂⊃ くわ ○○ -ヾ 

一寸 く∫1 ま ぎ g 馬 等 さ き 霊 浅 害 N ーヾ 

○○ ⊂㌦I〇一I章ゝ -ヾ

N トーI〇一 qつ くo )〇一 くれ 

∞ N ⊂⊃ ○○ 置ヽ⊃∴∴くれ o⊃∴∴〇一 ∞ I章ゝ∴∴十一 ∞ ⊂⊃ ○○ ⊂⊃ 〇〇 〇ヒゝ∴∴∴〇一 

総 鴨ゝ 鵬ゝ ト一一〇 く〇〇一 十一 くわトe -ヾ Ilゝ 専 
`D

I〇一 I‡ゝ
⊂⊃ 

基 ト● 一・ヾ ⊂わ ○○ ∞ ∞ 〇〇 〇〇 ト● ぐれ I(ゝ ){ゝ C鴨 ∞ 〇一 〇う (,嶋I∴∴くわ 

∞ く」⊃ くつ くo g 鞍 馬 志 誌 鳶 浅 窪 鏡 く○ ⊂⊃ 

善 幸‖患 冨‖嵩∴ 憲 等 くo I〇〇〇 ⊂⊃ -ヾ ぐれ 鴨ゝ くO I事ゝ 〇一 〇〇 i章ゝ °o 
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鶏 牢 前 輯 蒲 軍 港 I 

岡 や 事 柄 

半 

速 球 難 球 翠 荊 圃 ≠∴忠∴箪 

半 

蒲∴購聖料連言草皿樹海起こ 達 

酎対面∴∴欝 鑑斗ゆ論叢計 
日 高 > 車 粒 騨 遍 ・ 麓 〉山勘や料∴貞巨 鞘憩 斗 

昏睡珪∴∴蕾 憲車 蜜蓋巾 
痛 > 妙 齢 > 抄 除 草 輩 斡 妙 ゆ 轟韓 料 韓津 波 

ト〇〇〇 ト一〇 

⊂)「 〇〇〇 〇一〇 〇一〇 くね 鴨ゝ

〇一 ト○ 

ト声" 
ト〇〇〇 〇一▲ 

)・。一 ⊂⊃ 

鴨ゝ 〇一 〇事ゝ 購ゝ く:⊃

⊂n eC鴫 ○○ ぐれ ⊂⊃ ⊂⊃ト○ ○⊃∴∴∴ぐれ ⊂⊃ 〇一〇 

〇一 〇一

○○ ⊂⊃くノe く.o くく〕〇一 ⊂め くれ 

∞ 一寸 ⊂)「 

くJ「 一寸 

ぐの 〇〇 〇〇 〇「-ヾ ⊂わI・・一 ∞
⊂⊃ ⊂⊃Cわ -ヾ CO ⊂鴨 N Oつ くf)∴∴購ゝ ○○ ⊂⊃ ま き 基 盤 器 雷 雲 客 

くつ 

購ゝ ⊂⊃ ⊂⊃ く}l °o ⊂細 ○○ くれ ∞ C細 〇〇〇 ⊂⊃ 〇 〇〇 I章ゝ ∞ I一一 ㌦ゝ 〇一 

〇一〇 トe く○ トe 

°う l仁ゝ 

〇一 N
〇一 ⊂⊃鴨ゝ く.刀l‡ゝ ⊂⊃ Cわ ○う にゝ 

鵬ゝ

十一 一・寸I一一
〇一 〇⊃ 

Cれ l章ゝ 一寸 Cわ く人)∴∴く〇 〇〇 〇〇 十一 一〇 〇一 一一〕 ぐれ ⊂⊃ にゝ -ヾ く○ 

ぐれ 総 g 害 毒 裳 浅 さ 登 等 浅 くJl いつ 

ト● C∫1Cわ にゝ ⊂⊃

くJ「〔、、● 鴨ゝ〔I⊃∴∴∴〇一 〇一 〇一 ⊂⊃ ⊂⊃ 

⊂:⊃ 

⊂⊃ く○ 

⊂⊃ ⊂⊃ 〇一 N ⊂⊃ Ii〇一 Cわ く」つ く〇 〇、〇 くo (人) ⊂細 〇一 〇一 -ミ C▲〕 く○ 

I〇〇〇 一ミ 

く」⊃ 一一ミ お の の 浅 志 「 ーヾ (.▲) 

く.J〇

〇一 一N ○○ Nトー くJl 

C細 I○○▲ 

⊂⊃ Cわ 

Cn I・・一 ト⊃ ⊂細 くX) くわ ∞ N く〇 十一 〇一〇 ⊂⊃ くわ ⊂⊃ ⊂⊃ 〇一 N 

ト皐、 く)「 ,仁さ" 

⊂⊃ 虐ゝ g 雪 志 昌 泰 8 お∴諾∴害 虐ゝ ⊂⊃ 

⊂⊃ 鴨ゝ Cn 置\ブ 〇一

くJll、、● C鴫く」⊃ 〇〇 一・〇 -〕⊂わ く○ 

く}「 ⊂⊃ ト● く〇 °O CD CD I・・一 I事ゝ く」⊃ く○ 一・ヾ ⊂D (×) ⊂細 く⊃ くわ -ヾ 

〇〇〇 器 I一・一 〇一〇 ⊂⊃ く」⊃ ト● 

いつ ⊂n

〇一 ⊂乃○○ I軍ゝ ⊂⊃ ○○ I-▲ ○○ ∞ ∞ 

⊂カ

〇一 の⊂⊃ 〇一 〇一 〇一 ∞ 
くれ 一寸 )章ゝ C〇 ㌦ゝ 〇一 一1∴∴∴ト● くJl i‡ゝ くo ⊂⊃ ⊂寄 ⊂⊃ °〇 〇〇 ∞ 

Cn 浅 Ce く」⊃ C)「 

くe C鴫 Cわ 摩ゝ ⊂n∴∴∴〔.0 ∞I〇一
〇〇 C⊃-、9 ⊂⊃ e `〇 〇〇 〇う -ヾ ∞ 〇〇〇 -(ゝ 

一寸 ⊂D 一寸 ∞ C〇 〇一

くナi ∞°∩ ⊂⊃ °〕∴∴音⊂n くく⊃ くく〕 

ト○ 

く:⊃ C細 く⊃ ⊂⊃ ぐれ ⊂わ ⊂わ -ヾ ⊂め C▲⊃ ∞ にゝ∴∴∴〇一 〇一 置\〕 〇年, Cb 

tヽ● ト〇 〇〇 くo 〇一一 ト一〇 くく⊃ ⊂n 

CD

C人〕N °DN くつ C● N N ○○ 

〇一〇 ⊂⊃ ∞ I{ゝ 

ーl

ト〇 一ヾ⊂鴫∴∴∴十一 十一 〇一 ⊂⊃ 

くれ く㌦ -1 〇一 ⊂e ⊂わ くX) ト●∴∴∴トー 仁ゝ の く人) ト⊃ くわ `D トe 

浅 く二) トヒ" く○ ヰゝ 

一〇 〇ヾ (×)-ヾ 〇〇 〇〇 〇〇1{ゝ
くJl ⊂⊃〇〇 〇一 °O 置\〕〇・ヾ∴∴く,○ ⊂⊃ト● 

蔑 C口 

怠 春 霞 電 撃 深 浅 

く♪ 

⊂⊃ く▲〕 ト● くく) くね∴∴qO∴∴〇一 〇一 CI● CO 購ゝ ト声" -ヾ ⊂⊃ i‡ゝ )‡ゝ 

ト● くJl くく) 一寸 十一〇 〇〇 )事ゝ 禽ゝ 

くI〇 〇一

にゝト○ C●⊂め ぐI〇 ㌔ゝ 〇一 〇一 N く○ 

〇一一〇 ト● くれ く人) 

○○

置\〕 一、ミ∴∴く刀トP〇 〇一 N ○○ N 
く.J「 く〇 〇一 〇一 くつ 鵬ゝ くナI O⊃ く〇 〇〇 ⊂わ く⊃ q⊃∴∴く青)∴∴〇一 qつ く:⊃ 

一寸 くノe くJl l‡ゝ 一寸 I軍ゝ 

∞ ⊂n CI● く」⊃ ⊂n CD くわ ⊂⊃

〇 一ヾ∞ ⊂⊃ 置、七〇∴∴〇一 くね Cわ 〇一 〇〇 

ト○ ○) ト一書 

一寸 ⊂⊃ ∞ -ヾ -ヾ ∞
くei事ゝ C⊃⊂⊃ 虐ゝ 十〇 ⊂細 く○トlミ〇 〇一 
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政

た
が
、
そ
の
後
は
三
〇
%
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。税

収
の
乏
し
い
過
疎
町
村
に
と
っ
て
地
方
交

付
税
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
四
六

年
以
降
は
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
、
地

方
債
等
依
存
財
源
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
き

た
。

(
注
1
)
一
般
財
源
=
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い

な
い
財
源

(
地
方
税
・

地
方
交
付
金
税
等
)

(
注
2
)
特
定
財
源
=
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い

歳 入 の 伸 び

地 方 税14.7 県 支 出 金383.6 

地方交付税 58.5 財 政 収 入10.6 

分担金・負担金 76.6 諸 収 入 33.7 

使用料・手数料 42.3 地 方 債 79.4 

国庫支出金 71.3 歳入決算額 44.5 

一般財源(注1)36・3 自主財源(注3)22・0 

特定財源(注2)60・7 依存財源(注4)77・7 

(昭和34年度を1とした場合の指数)

五
四
八

る
財
源
(
国
・
県
支
出
金
分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
、

財
産
収
入
、
諸
収
入
、
地
方
債
等
)

(
注
3
)
自
主
財
源
=
自
治
体
が
自
ら
の
権
能
を
行
使
し
て
調
達
し
う
る
財
源
(
地
方
税
、

分
担
金
・
負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
)

(
注
4
)
依
存
財
源
=
国
・
県
等
に
依
存
す
る
財
源
(
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
、
地

方
債
等
)

2

歳

出

目
的
別
歳
出
額
を
合
併
時
の
三
四
年
度
と
三
〇
年
後
と
を
比
較
し
て
み
る
と
九
〇

頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

特
に
商
工
費
、
土
木
費
、
公
債
費
、
農
林
業
費
の
伸
び
が
著
し
い
。
伸
び
率
の
低

歳入決算額の植成比

(%)

国庫支出金県支出金1.3財産収入 地方債

17.3 3.428.2 2.8 18.2

16.5 2.2 16.0



自主財源と依存財源の構成比

(%)

一般財源と特定財源の構成比

(%)

・
4

5

6

7

8

3

3

3

3

3

昭
、

第
五
章

財

政

自主財源 59.6 依存財源 40.4 昭34

35

36

37

38

39

40

狙

42

43

醐

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

(予算)

一般財源 66,4 特定財源 33.6

36.3
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い
費
目
は
、
総
務
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、
議
会

費
で
二
〇
%
台
で
あ
る
。

こ
の
表
の
構
成
比
で
主
な
費
目
を
み
る
と
、
総

務
費
は
三
六
、
三
七
年
は
新
庁
舎
建
設
、
国
有
林

買
収
等
に
よ
り
六
四
・
六
%
ま
で
占
め
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
減
少
し
三
〇
年
後
は
二
〇
・
二
%
ま
で

減
少
し
た
。
ま
た
教
育
費
は
二
〇
・
五
%
か
ら
一

二
・
三
%
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
逆
に
増
加
し
た

の
は
農
林
業
費
の
九
・
八
%
が
二
〇
・
五
%
、
公

債
費
の
一
・
七
%
が
一
二
・
四
%
で
あ
る
。
土
木

費
は
五
・
二
%
か
ら
五
〇
年
代
に
は
一
五
̃
二

目的別歳出の伸び

議 会 費 29.1 土 木 費 160.6 

総 務 費 23.8 消 防 費 43.5 

民 生 費 46.7 教 育 費 27.4 

衛 生 費 24.5 災害復旧費 37.5 

農林業費 94.8 公 債 費 329.2 

商 工 費 4,290.6 歳出決算額 45.5 

(昭和34年度を1とした場合の指数)

○
%
に
ま
で
上
昇
し
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
減
少
し
九
・
〇
%
に
留
ま
っ
た
。
農
林

業
費
は
、
農
業
基
盤
整
備
、
農
林
道
整
備
等
の
増
加
、
土
木
費
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
、

下
水
排
水
等
生
活
環
境
整
備
、
公
営
住
宅
建
設
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
公
債

費
の
増
は
、
こ
れ
ら
投
資
的
経
費
の
財
源
を
地
方
債
に
依
存
し
た
た
め
で
あ
り
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

次
に
、
性
質
別
歳
出
額
を
合
併
時
と
三
〇
年
後
と
を
比
較
し
て
み
る
と
特
に
、
公

債
費
(
三
二
九
・
二
)
、
普
通
建
設
事
業
費
(
一
二
七
・
〇
)

の
伸
び
が
著
し
い
。
反
対

に
人
件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
等
の
伸
び
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
経
常
的
経
費
、

投
資
的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費
を
構
成
比
で
表
わ
し
た
の
が
九
四
頁
の
図
で
あ
る
。

経
常
的
経
費
は
合
併
当
初
は
七
〇
%
台
と
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
五
〇
%

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
投
資
的
経
費
は
概
ね
四
〇
%
台
で
推
移
し
て
い
る
。

目的別歳出額の構成比

議会費 民生費 衛生費農林業費土木費公債費(%)

21.4 1.512.721.6 4.41.9 26.8

3 64.6

l 工9 532 2売 一_-二・‾÷- 7,2 

ー‾二一‾ _/_′ 

ll =l 
12.6 4.012.61.15. 

i

I ll li 

i 2.0

34.7 i 

一一‾ 13.8 一一一一一一 

5.9 11.4星 20.2 晶. 
il

iI _一二.ノア‾‾ 

26.0 3.8 8.8

18,8 2.42.9

23.7 1.012.0

35.5 l.3
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経
常
的
経
費
(
表
の
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
、
物
件
費
等
)
は
、
行
政
遂
行
上
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
、
そ
の
性
質
上
極
め
て
弾
力
性
に

乏
し
い
経
費
で
あ
る
。
こ
の
経
常
的
経
費
に
あ

て
ら
れ
る
一
般
財
源
の
経
常
的
一
般
財
源
に
対

す
比
率
を
経
常
収
支
比
率
と
い
い
、
財
政
の
弾

力
性
を
示
す
指
数
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
七

〇
̃
八
〇
%
が
標
準
と
さ
れ
、
比
率
が
低
い
場

合
は
、
そ
の
自
治
体
の
財
政
構
造
は
弾
力
性
が

あ
り
、
八
〇
%
を
大
幅
に
超
え
る
自
治
体
は
、

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

性質別歳出の伸び

人 件 費 26.3 普通建設事業127.0 

扶 助 費 38.4 災害復旧事業 37.5 

公 債 費 329.2 投資的経費 93.7 

物件費 維持補修費 補助費等 経常的経費 17.0 6.8 45.2 30.7 

繰出金等その他の経費 

83,4 歳出決算額45.5 

(昭和34年度を1とした場合の指数)

五
五
四

久
万
町
の
経
常
収
支
比
率
を
表
わ
し
た
の
が
次
の
図
で
あ
る
。
こ
の
図
を
見
る
と
、

三
四
年
度
か
ら
四
三
年
の
一
〇
年
間
は
九
〇
%
以
上
で
か
な
り
高
い
比
率
で
あ
り
、

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。
四
四
年
度
以
降
は
、
概
ね
八
〇
%
で
推
移
し

て
お
り
、
弾
力
性
が
確
保
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
財
源
構
造
の
健
全
性
を
表
わ
す
指
標
に
公
債
費
比
率
が
あ
る
。
投
資
的
経

費
の
財
源
と
し
て
借
入
れ
た
地
方
債
(
自
治
体
の
長
期
に
わ
た
る
債
務
)
が
年
々
増
加

し
て
い
る
が
、
各
年
度
末
の
残
高
で
見
る
と
五
一
年
度
以
降
急
速
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
地
方
債
の
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
を
公
債
費
と
い
い
、

そ
の
経
費
の
経
常
的
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
を
公
債
費
比
率
と
い
う
。
久
万
町
の

公
債
費
比
率
の
推
移
を
図
示
し
た
の
が
下
図
で
あ
る
。
一
般
的
に
公
債
費
比
率
が
一

五
%
を
超
え
る
と
黄
信
号
、
二
〇
%
以
上
に
な
る
と
赤
信
号
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

性質別経費の構成比

48.7 4.0

39.9 4.5

51.1 3.4

45.2 4.3

50.4 2.8

48.3 2.7

32.8 3.3

43.5 2.7

46.5 2.8

41.6 2,4

61.5



久
万
町
は
二
一
%
前
後
で
推
移
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
健
全
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

地
方
債
は
、
将
来
の
長
期
に
わ
た
っ
て
の
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
た
め
、
今
後
は

計
画
的
な
活
用
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
今
後
は
将
来
に
わ
た
っ
て
予
想
さ
れ
る
大
き
な
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

特
定
目
的
の
積
立
金
(
特
定
日
的
基
金
)
、
例
え
ば
、
減
債
基
金
、
校
舎
建
設
、
庁
舎
建

設
等
基
金
へ
の
積
立
金
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
四
年
合
併
以
来
、
三
〇
年
間
努
力
に
よ
っ
て
、
一
度
も
赤
字
決
算
を
計
上

す
る
こ
と
な
く
健
全
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
後
は
多
様
化
、
複
雑

化
、
拡
大
化
す
る
行
政
需
要
に
適
格
に
対
処
す
る
た
め
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
は

か
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
、
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
健
全
財
政

を
維
持
す
る
た
め
に
、
更
に
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0

5

1
(
経
常
収
支
比
率
)

年度34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

経常収支比率・公債費比率の推移
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億円

45 46 47 48 49 50 51

地方債残高の推移

362616069
-
i
へ
し

85756555.
4

「
へ
し3

一
」
J25
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